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鳥取平野は人口密集地である鳥取市が存在し防災拠点として重要な地域である．1943 年の鳥取大地震では被害

の程度に地域性があることが確認されており，これは地下構造の影響によるものと考えられる．本研究ではこの地

域の地下構造を把握するために，微動観測及び重力観測によって得られたデータを用いた．微動観測は半径 3m～

120m までの半径を用いた円形アレー観測および 3 成分の単点観測を実施した．得られた結果はそれぞれ SPAC 法お

よび H/V によって解析した．重力観測は約 200m～1km の間隔で鳥取平野全域について実施したものである．これら

の結果を総合して鳥取平野の基盤構造を推定した．

1．はじめに

鳥取平野に位置し人口密集地である鳥取市は，防災拠点として重要な地域であり，この地域の地下構造を知る

必要がある．1943 年にこの地域で生じた鳥取大地震では建物の被害に地域性が見られ，これは地下構造の影響に

よるものと考えられる．よってこの地域において地下構造を把握する必要がある．本研究では鳥取平野全域におい

て微動観測及び重力調査の結果を用いて地下構造の推定を行った．

2．観測

微動観測はアレー観測と3 成分の単点観測を行った（野口他，1999）．アレー観測は，鳥取大学グランド（TRG），

鳥取市安長（YNG），鳥取城北高校グランド（JHK），鳥取市源太（GNT），鳥取市賀露（KAR）の 5 点で実施した．単

点観測は，鳥取平野部全域を 500m 間隔で252 点，人口の密集した市街地を 250m 間隔で 132 点の観測を行った．ア

レー観測では固有周期 1 秒の上下動成分の地震計を4 台用いてアレー半径を3ｍ～120m とし，観測時間は１アレー

ごとに 45 分～1 時間とした．単点観測では固有周期 5 秒の 3 成分一体型の地震計を用い，観測時間は1 点につき 5

～10 分間とした．重力調査の結果は鳥取平野において約１km 間隔で 68 点（高橋，1996），市街地においては約 200m

～300m 間隔で 197 点（中川他，1993）で測定されたデータを組み合わせた．

3．解析

アレー観測で得られた微動記録については，ノイズの入っていない 40.96 秒の区間を選定し，SPAC 法を用いて

自己相関係数，位相速度の分散曲線を求め，この分散曲線を満足するように地下構造を試行錯誤で推定した．単点

観測で得られた微動記録については，ノイズの入っていない 20.48 秒の区間を選定し，水平動のスペクトルを相乗

平均で合成して，上下動のスペクトルとの比H/V を求めピーク周期を読み取った．重力調査の結果からはブーゲー

異常を求め，2 次元自動解析により密度構造を求めた．

4．地下構造の推定

アレー観測の結果から 5 地点で S 波速度構造が得られた．東西方向のTRG・YNG・JHK では YNG で Vs＝700m/s～

1500m/s の基盤岩の層厚が極端に薄くなっていることわかった．また，南北方向の GNT・YNG・KAR では山地側のGNT

から海側のKAR にかけて基盤の深度が深くなっており，特に YNG から KAR にかけては極端に深まっていることがわ

かった．H/V のピーク周期は，表層と基盤の S 波速度によるコントラストの比較的大きい地盤において基盤までの

深度が推定できると考えられる．アレー観測で得られたモデルにおいてレーリー波基本モードの粒子軌跡と観測で

得られた H/V とを比較した結果ピーク周期は，Vs=700m/s～1000m/s の速度層を反映していると考えられる．

重力調査による結果からブーゲー異常と H/V のピーク周期とは低ブーゲー異常と長周期の地域が正確には一致

しないが，大局的には傾向が類似している．ブーゲー異常から南北方向と東西方向について密度構造モデルを求め

た．その結果，鳥取平野の中央部で最も基盤が深くなっていることがわかった．

5．まとめ

鳥取平野において微動のアレー観測，単点観測及び重力調査の結果から地下構造の推定を試みた．その結果，

微動のアレー観測からはS 波速度構造，H/V のピーク周期から 700m/s～1000m/s の速度層の基底面を面的に推定で

きた．また重力調査からそのブーゲー異常より鳥取平野の密度構造が推定できた．
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